





　皆さんと同じように、私も 10 代の後半から 20 代の前半というのは、色んなことに悩んだりし
ました。私は大学に入って 1 年目でいきなり留年をしたんですね。だから大学に 5 年間行きまし
た。1 年目大学に入って、もう 5 月に大学の授業がつまんないなと思って授業に行かなくなっち
ゃった。それでぐだぐだとしていました。私が大学に入ったのが 1994 年という年で、そして、








































































































































































































































































































































































































































































































の職能の一部を分担し、相互に依従して生活をなすものなり。」（牧口常三郎全集第 2 巻 197 頁）
　徐々にわかってきたと思います。
　20 章の最後に、「社会は有機躰なりや」（牧口常三郎全集第 2 巻 209 頁）という節があります。
そこで彼はこういうふうに言います。
　「各分子、各部分は各々其労を異にし、互に相助け、相俟ち、相協同して後、始めて全躰も各





































































































　その時に私は、もう 110 年前になります、1903 年に書かれた牧口常三郎の『人生地理学』は、
きわめて重要なメッセージを蓄えているだろうと思っています。1903 年という年も、日本が非
常に戸惑った年でした。藤村操という一高生が、苦悩の末に華厳滝に飛び込んで、自殺をした、
そんな煩悶な時代のスタートでした。そんな時に出した牧口のメッセージは、おそらく現代にも
通じるメッセージなんだろうと思っています。
　ということで、今日は、「牧口常三郎『人生地理学』とトポスの問題」というテーマでお話を
しました。以上で、終わります。大変にありがとうございました。
